
問い合わせ▶大阪市総合コールセンター 　 4301-7285　　 6373-3302

新規　 拡充

※各事業内容の担当部署へおつなぎさせていただくか、おつなぎできない場合は、連絡先を
   ご案内します。なお、担当部署へおつなぎできるのは、各担当部署の開庁時間中となります。

ポストコロナに向けた府市一体による大阪の成長

経済成長に向けた戦略の実行

● 2025年日本国際博覧会協会が行う会場建設にかかる費用
の負担、大阪パビリオンの出展に向けた準備、地下鉄の輸送
力増強にかかる整備費の負担、開催に向けた機運醸成や参
加促進等を実施

国際博覧会推進事業 ➡ 140億7,600万円
2025年日本国際博覧会の推進

防災力の強化

●海岸・河川堤防の液状化対策や既存橋梁の耐震対策、民間鉄道事業者が行
う高架橋および駅の耐震補強に対する補助を実施

南海トラフ巨大地震に対する耐震対策 ➡ 33億4,600万円
防災体制の更なる充実・震災対策の推進

(令和4年度2月補正予算の繰越分3億円を含む)

問い合わせ▶大阪市新型コロナワクチンコールセンター
G0570-065670 または 6377-5670　
H0570-056769   （受付時間：9：00～18:00 土日祝含む）

初回（1・2回目）接種がお済みの方の接種スケジュールをお知らせします。接種券の発送
スケジュールなど詳しくは大阪市ホームページをご覧ください。なお、初回接種がお済み
でない方は、スケジュールに関わらず接種できます。

ワクチン接種のお知らせ 接種費用
無 料

来年3/31
まで延長

新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ ※この記事は3月10日現在のもので、変更となる場合があります。

ワクチン接種
についての

最新情報はこちら

万博推進関連事業 ➡ 64億2,400万円
万博開催に向けた環境整備
地域特性等を活かした機運醸成・ホスピタリティ向上
ヘルスケア
未来社会への投資

夢洲におけるインフラ整備
夢洲地区の土地造成・基盤整備事業 ➡ 233億3,200万円

●国際博覧会開催、国際観光拠点形成、国際物流拠点の機能強化に向け
た夢洲地区の土地造成、基盤整備のための設計・工事の実施

● IRの実現に向けた取り組みや、IRの理解促進などを実施
IRを含む国際観光拠点の形成に向けた立地推進事業 ➡ 5,600万円

IRを含む国際観光拠点の形成

●大阪市ホームページの魅力向上や、大阪市LINE公式アカウントでの
セグメント配信の導入とともに、今後の情報発信等の最適化を検討

情報発信等最適化事業 ➡ 5,500万円
DXの推進

●利便性の向上のため、チャットボットやキャッシュレス決済等を導入
粗大ごみ受け付け等の最適化事業 ➡ 4,800万円

●VR技術等の活用により大阪城・泉布観・
  博物館等の魅力を発信

大阪のにぎわい創出事業 ➡ 7,600万円

ごみ収集車両のドライブレコーダー映像活用事業 ➡ 1億8,000万円
●安全・安心に暮らせるまちの実現のため、ドライブレコーダー映像を道路・
街路樹の管理や防災対策等に活用

●AR技術等を活用した体験型環境学習の実施に加え、万博を契機に観光
分野におけるCO₂排出量の「見える化」を促進し脱炭素化ツアーの開発・
PR等を実施

大阪市地域脱炭素化推進事業 ➡ 5,300万円
「ゼロカーボン おおさか」の実現

都市インフラの充実 

●誰もが安全・安心で快適に移動できるUDタクシーの導入に対する補助を実施

ユニバーサルデザイン（UD）タクシーの普及促進 ➡ 9,000万円
鉄道ネットワークや交通環境の充実

● 特定一階段等防火対象物の関係者等に対し、セルフレスキューの知識や
方策のコーチングを実施

● 既存建築物における２方向避難の確保や直通階段の防火・防煙対策などの
  改修費用に対する補助を実施

北区ビル火災を踏まえた火災安全対策の推進
（特殊なビル火災を踏まえた避難対策強化事業）➡ 2億2,300万円

出典：経済産業省HP

基本的な感染予防に努めましょう

こまめに換気
しましょう閉 集 接

密を
避けましょう

手洗いを
しましょう

マスクの着用は、個人の判断に委ねられることになりました。
ただし、次のような場合にはマスクの着用が推奨されています。

症状がある時は、外出を控えていただき、通院等やむを得ず
外出する場合はマスクの着用をお願いします。
マスクの着用は、個人の判断が尊重されるようご配慮をお願いしま
す。なお、事業者が感染対策や事業上の理由等により利用者や従業
員にマスクの着用を求めることは認められています。

マスク着用の見直しについて

● アクセスルートや主要集客エリアの環境整
備、大阪の観光資源の強みを活かした集
客促進、万博のテーマである「いのち輝く
未来社会のデザイン」の実現のための健
康づくりプロモーション、空飛ぶクルマの
社会実装の促進などを実施

問い合わせ▶大阪市新型コロナ一般相談センター
U0120-911-585 H4967-1976（受付時間：24時間 土日祝含む）

©Expo 2025

●医療機関受診時
●医療機関や高齢者施設等への訪問時
●通勤ラッシュ時など混雑した電車等に乗車する時

65歳以上の高齢者、
基礎疾患をお持ちの方、

医療従事者等
上記以外の方

上記以外の方

基礎疾患をお持ちの方

12歳以上

令和4年秋開始接種
～5/7まで

令和5年春開始接種
5/8～8/31

令和5年秋開始接種
9/1～

5～11歳

（既存建築物火災安全対策改修支援事業）➡ 3,300万円

ワクチンの種類 オミクロン株対応ワクチン 未定

未来を切り拓く学力・体力の向上
面積…225.33㎢　人口…2,755,864人　世帯数…1,507,812世帯　 令和5年2月1日現在（推計）編集/大阪市政策企画室　 06-6208-7251　　 06-6227-9090


